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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞ 

１．国際勧告との関係 
 （１）本標準は、国際電気電話通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）勧告Ｉ．５８０に準拠して

いる。本標準は、１９９４年１２月のＩＴＵ－Ｔレポート（ＣＯＭ１３－Ｒ３０）に基づいて作成されて

おり、１９９５年７月に勧告化手続きにかけられた勧告草案までの凍結内容を反映している。 

 

２．上記国際勧告などに対する追加項目等 
 （１）本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、下記の項目を削除している。 

（ａ）５節「６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮとＢ－ＩＳＤＮのコネクションの関係」の中の「マルチ

ユース」の記述。 

本項目を削除した理由：「マルチユース」はベアラサービスカテゴリとして、ＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｉ２３１に定義されているが、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．９３１およびＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１

いずれにおいても、このベアラサービスカテゴリに必要な情報転送能力がサポートされていな

い。したがって、本項目の必要性が認められないと判断した。 

 

３．改版の履歴 
 

版数 制定日 改版内容 

第１版 平成８年４月２４日 制定 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

５．その他 
 ＪＴ－Ｉ５８０が参照している勧告、標準等 

 

ＴＴＣ標準：ＪＴ－Ｆ８１１、ＪＴ－Ｆ８１２、 

ＪＴ－Ｇ７８２、ＪＴ－Ｇ９６１、 

ＪＴ－Ｉ１５０、ＪＴ－Ｉ２３１、ＪＴ－Ｉ２３２、ＪＴ－Ｉ３６１、ＪＴ－Ｉ３６２、 

ＪＴ－Ｉ３６３、ＪＴ－Ｉ３６５、ＪＴ－Ｉ３７１、 

ＪＴ－Ｉ４１１、ＪＴ－Ｉ４１３、ＪＴ－Ｉ４３０、ＪＴ－Ｉ４３１、ＪＴ－Ｉ４３２、 

ＪＴ－Ｉ５５５、ＪＴ－Ｉ６１０、 

ＪＴ－Ｑ９２１、ＪＴ－Ｑ９２２、ＪＴ－Ｑ９３０、ＪＴ－Ｑ９３１、 

ＪＴ－Ｑ２１１０、ＪＴ－Ｑ２１３０、ＪＴ－Ｑ２１１０、ＪＴ－Ｑ２１４０、 

ＪＴ－Ｑ２９３１、 

ＪＴ－Ｘ２５、ＪＴ－Ｘ３１、ＪＴ－Ｘ３２、ＪＴ－Ｘ７５ 

 

 

ＩＴＵ勧告：Ｉ．２３１．１、Ｉ．２３２．１、Ｉ．３１５．２、Ｉ．３２４、Ｉ．３４０、 

Ｉ．３６５．２、Ｉ．３７１、Ｉ．４４０、Ｉ．４５０、Ｉ．４５１、Ｉ．４６２、 

Ｑ．９２３、Ｑ．２６６０、 

Ｘ．２、Ｘ．１２１、Ｘ．１３５、Ｘ．３００ 
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１．はじめに

　広帯域ＩＳＤＮ（Ｂ－ＩＳＤＮ）はそれぞれの国の特有な状況に従い、さまざまな方法で実現されるで

あろうと認識されている。Ｂ－ＩＳＤＮの発展期においては、Ｂ－ＩＳＤＮサービスと他のネットワーク

サービスとのインタワーキング、特にＢ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮサービス間のインタ

ワーキングに関する適切な原則がつくられるべきである。Ｂ－ＩＳＤＮが発展しても、既存の端末および

サービスを提供し続けなければならない。すなわち、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ用に開発された多くの

端末がＢ－ＩＳＤＮに接続できるべきである。また、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ上で提供されている現

在のサービスはＢ－ＩＳＤＮインタワーキング形態においても提供されるべきである。

２．本標準の規定範囲

　この標準の目的は、Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ間インタワーキングの一般的な原則を

定めることである。

　将来のＩＳＤＮベアラサービスに対応するための、Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ間イン

タワ－キングを行うための機能およびその他の要求条件も本標準で定める。６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ

以外のネットワークとのインタワーキングについては、本標準の規定範囲外である。

　Ｂ－ＩＳＤＮインタワーキング形態により提供できるテレサービスおよび付加サービスは、今後の検討

課題である。

　エンド‐エンドで利用可能な広帯域能力についても、本標準の規定範囲外とし、他の標準で定められる

べきである。

３．通信シナリオ

　６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ能力と広帯域能力の両方に対応したＩＳＤＮのインタワーキング形態を考

えた時、図３－１／ＪＴ－Ｉ５８０に示すように通信シナリオは定められる。

　－　シナリオ１は、Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ間の相互接続シナリオである。

　－　シナリオ２は、ネットワーク連結型インタワーキングシナリオであるが、インタフェースおよび

サービスは６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮで現在提供されているものと同じである。

　－　シナリオ３において、広帯域ユーザアクセスポイント間で提供されるサービス能力は６４ｋｂｉｔ

／ｓ系ＩＳＤＮサービス能力に制限される。

　－　シナリオ４において、広帯域能力がエンド－エンドで利用可能であり、かつ、６４ｋｂｉｔ／ｓ系

ＩＳＤＮで現在提供されているサービスもサポートする。このシナリオで提供される６４ｋｂｉｔ／

ｓ系ＩＳＤＮサービスは、シナリオ１および３で提供されるサービスと同じである。６４ｋｂｉｔ／

ｓ系ＩＳＤＮサービスはＢ－ＩＳＤＮインタフェース上で提供される。

　－　シナリオ５においては、エンド・エンド通信が完全に６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮの範囲内である。

利用できるサービスは６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮで提供されるサービスである。シナリオ５で提供

されるサービスはシナリオ１および２で提供されるサービスと同じであろう。

　シナリオ４、５は本標準の規定範囲外である。
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図３－１／ＪＴ－Ｉ５８０
Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ　系ＩＳＤＮ

に適用できる通信シナリオ
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

４．インタワーキング形態

　この節で記述される参照構成は、可能性のあるインタワーキング形態について純粋に機能から示したも

のである。

4.1　Ｂ－ＩＳＤＮを介した６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮの連結

　図４－１／ＪＴ－Ｉ５８０に、Ｂ－ＩＳＤＮを介して６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ同士を連結する参照

構成を示す。この形態はＢ－ＩＳＤＮへと発展していく過程において現れるかもしれない。このインタ

ワーキング形態をとることにより、エンド‐エンド通信で提供されるサービスは現在６４ｋｂｉｔ／ｓ系

ＩＳＤＮで提供されているサービスと同じである。

64kbit/s 系系系系

ISDN
IWF 64kbit/s 系系系系

ISDN
TEB-ISDN IWFTE

図４－１／ＪＴ－Ｉ５８０
Ｂ－ＩＳＤＮを介して６４ｋｂｉｔ／ｓ　系ＩＳＤＮ

を連結する場合の参照構成
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

　Ｂ－ＩＳＤＮ（ネットワークのＡＴＭ部分）と６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ（ネットワークの非ＡＴＭ

部分）間をインタワーキングするためには、インタワーキング機能（ＩＷＦ）を定義するべきである。

ＩＷＦ：インタワーキング機能

ＴＥ：端末装置
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4.2　６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮを介したＢ－ＩＳＤＮの連結

　図４－２／ＪＴ－Ｉ５８０に、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮを介してＢ－ＩＳＤＮ同士を連結する参照

構成を示す。この形態は、Ｂ－ＩＳＤＮへと発展していく初期段階で現れるかもしれない。ここでは、孤

立したＢ－ＩＳＤＮが６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮを介して相互に接続される。この形態で利用できるエ

ンド‐エンドのサービスは、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮと同等なＢ－ＩＳＤＮサービスに限定されるで

あろう。

TE 64kbit/s 系系系系

ISDN
TEB-ISDN B-ISDNIWF IWF

図４－２／ＪＴ－Ｉ５８０
６４ｋｂｉｔ／ｓ　系ＩＳＤＮを介してＢ－ＩＳＤＮ

を連結する場合の参照構成
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

4.3　Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮとの相互接続

　図４－３／ＪＴ－Ｉ５８０に、Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮとを相互接続する場合の参

照構成を示す。Ｂ－ＩＳＤＮが６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮとインタワーキングをする形態においても、

現在６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮで提供されているサービスを提供するであろう。この形態は、Ｂ－ＩＳ

ＤＮユーザと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮユーザ間の接続を提供するものである。

64kbit/s 系系系系

ISDN
B-ISDN TEIWFTE

図４－３／ＪＴ－Ｉ５８０
Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ　系ＩＳＤＮ

とを相互接続する場合の参照構成
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

　この形態は、さらに２つのケースに分類される。

　ａ）Ｂ－ＴＥが６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮサービスを提供する。

　ｂ）６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮのＴＥが、Ｂ－ＩＳＤＮに接続する。

　図４－４／ＪＴ－Ｉ５８０に、これら２つのケースと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮで現在提供されてい

るＩＳＤＮベアラサービスの範囲を示す。
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B-TEB-TEB-TEB-TE

a)
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1)1)1)1)

1111））））

3333))))

図４－４／ＪＴ－Ｉ５８０
Ｂ－ＩＳＤＮインタワーキングを介した

６４ｋｂｉｔ／ｓ系　ＩＳＤＮベアラサービスの範囲
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

　－　６４ｋｂｉｔ／ｓ系アクセスのための物理形態はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１で、広帯域アクセスの

ための物理形態はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１３で定義されている。

　－　Ｂ－ＩＳＤＮは広帯域能力および６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ能力の両方を含まなければならない。

　－　図は純粋に機能を表現するものであり、網間と同様に網内においてもＩＷＦを提供し得る。

4.4　６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮの構成要素への分解

　この節では、４．１、４．２および４．３節で述べた参照構成モデルにおける６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳ

ＤＮ部分の構成要素への分解について述べる。下図の構成モデルはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．３００およびＩ．

３２４の概念に基づいている。このモデルは６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮをＩＳＤＮ（ＰＭ）、ＩＳＤＮ

（ＣＭ）およびＩＳＤＮ（ＦＭ）部分へ分解する。Ｂ－ＩＳＤＮについて同様の分解はできない。このモ

デルは、インタワーキング機能および要求条件を定める際の補助として使用される。

注注注注  1)
B-ISDN

ISDN (CM)

TE

LFC:加入者系機能能力加入者系機能能力加入者系機能能力加入者系機能能力
CM :回線交換モード回線交換モード回線交換モード回線交換モード
FM :フレームモードフレームモードフレームモードフレームモード
PM :パケット交換モードパケット交換モードパケット交換モードパケット交換モード

ISDN (FM)

ISDN (PM)

IWF LFC

注１）この点ではＴＥ又は、注１）この点ではＴＥ又は、注１）この点ではＴＥ又は、注１）この点ではＴＥ又は、4.14.14.14.1、、、、4.24.24.24.2、、、、4.34.34.34.3　節で示したインタワーキング参照構成　節で示したインタワーキング参照構成　節で示したインタワーキング参照構成　節で示したインタワーキング参照構成

に添った他のに添った他のに添った他のに添った他の    ＩＷＦを介した第二のＩＷＦを介した第二のＩＷＦを介した第二のＩＷＦを介した第二の 64kbit/s64kbit/s64kbit/s64kbit/s　系　系　系　系 ISDNISDNISDNISDN との接続が可能である。との接続が可能である。との接続が可能である。との接続が可能である。

図４－５／ＪＴ－Ｉ５８０
６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮの構成要素を分解した参照構成

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）
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５．６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮとＢ－ＩＳＤＮ間のコネクションの関係

　６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮコネクションタイプはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３４０で定義されている。

　Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ間のインタワーキングの場合、６４ｋｂｉｔ／ｓ系コネク

ションは適切なＡＡＬサービスクラスの広帯域コネクションと関連づけられる。

　６４ｋｂｉｔ／ｓ系コネクションと広帯域コネクションとの関係は、次の２つのパターンに分類される。

ｉ）　１対１対応

　各６４ｋｂｉｔ／ｓ系コネクションは、適切なＡＡＬサービスクラスの広帯域ＶＰ／ＶＣコネクション

に１対１に対応する。

－　コネクションの確立

　　交換、半固定、固定

－　サービス品質（ＱｏＳ）クラス

　　６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮコネクションタイプは適切な広帯域ＱｏＳクラスと関連づけられる。具

体的なＱｏＳクラスの割当ては今後の検討課題である。

－　適用される広帯域ベアラのサービスクラス：

音声 クラスＡ

３．１ｋＨｚ　オーディオ クラスＡ

６４ｋｂｉｔ／ｓ　非制限 クラスＡ

マルチレート　　ｎ×６４ｋｂｉｔ／ｓ（ｎ≦３０） クラスＡ

３８４、１５３６、１９２０ｋｂｉｔ／ｓ　非制限 クラスＡ

パケット交換モード クラスＣ

フレームモード クラスＣ

ｉｉ）　Ｎ対１対応（Ｎ≧１）

　複数の６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮコネクションは、各々のコネクションを区別することなく束ねられ、

その束は適切なＡＡＬサービスクラスの一つの広帯域ＶＰ／ＶＣコネクションに対応づけられる。

　－　６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮコネクションタイプ

６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮコネクションは、広帯域コネクションにＮ対１（Ｎ≧１）で対応する。

異なる６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮコネクションタイプが一つの広帯域コネクションに対応する同

じ束に混在してもよい。

　－　広帯域コネクションの確立

半固定、固定

　－　ＱｏＳクラス

一般的に、各６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮコネクションのＱｏＳは、そのコネクションに対応する

広帯域コネクションのＱｏＳと対応しない。複数の６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮコネクションを束

ねた単位に対して適切な広帯域のＱｏＳが提供される。
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　－　適用されるＡＡＬサービスクラス

一つのＡＡＬサービスクラスが一つの広帯域コネクションに関連づけられる。以下のようなケース

に分けられる。

　ケース１：同種の６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮコネクションタイプが束ねられる場合

音声 クラスＡ

３．１ｋＨｚ　オーディオ クラスＡ

６４ｋｂｉｔ／ｓ　非制限 クラスＡ（注）

３８４、１５３６、１９２０ｋｂｉｔ／ｓ　非制限 クラスＡ（注）

パケット交換モード クラスＣ

フレームモード クラスＣ

（注）これは６４、３８４、１５３６または１９２０ｋｂｉｔ／ｓのコネクションに多重されたフ

レームモードもしくはパケット交換モードのビット列に対して使用されるかもしれない。

　ケース２：異なる６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮコネクションタイプが束ねられる場合

－　このケースの典型的な例はリンクを広帯域コネクションによって疑似する場合である。これについて

は今後の検討課題である。

６．インタワーキング機能の要求条件

6.1　６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮサービスにおけるインタワーキング機能の要求条件

　Ｂ－ＩＳＤＮで提供されるＩＳＤＮベアラサービスは次の２つのカテゴリーに分類される。

１）広帯域特有のＩＳＤＮベアラサービス

－エンド・エンドの広帯域能力を提供するネットワークでのみ提供され得るサービス

２）６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮベアラサービス

－６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮで現在提供されているベアラサービスと同等なサービス。例えば、音

声、３．１ｋＨｚオーディオおよび非制限６４ｋｂｉｔ／ｓベアラサービス。

　Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ間のインタワーキング形態でサポートされるベアラサービ

スに基づき、サービスは３つのカテゴリーに分類される。

ｉ）回線交換モードベアラサービス

ｉｉ）パケット交換モードベアラサービス

ｉｉｉ）フレームモードベアラサービス

6.1.1　回線交換モードベアラサービスにおけるインタワーキング機能

　図６－１／ＪＴ－Ｉ５８０に、Ｂ－ＩＳＤＮから６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮへのインタワーキング形

態における回線交換モードベアラサービスインタワーキングのモデルの一例を示す。
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B-ISDN
端末端末端末端末

B-ISDN

ATM
ET VC CHH ET

64kbit/s 系系系系 ISDN

回線交換モード回線交換モード回線交換モード回線交換モード

端末端末端末端末

ETETETET　　　　::::    回線接続回線接続回線接続回線接続

CHH:CHH:CHH:CHH:    チャネル処理機能チャネル処理機能チャネル処理機能チャネル処理機能（例　交換）（例　交換）（例　交換）（例　交換）

IWF

図６－１／ＪＴ－Ｉ５８０
回線交換モード端末とＢ－ＩＳＤＮ端末間の

インタワーキングモデルの例
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

　図６－２／ＪＴ－Ｉ５８０にＢ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮの相互接続の参照構成におけ

る回線交換モードベアラサービスのＵプレーンインタワーキングを示す。この場合、Ｂ－ＩＳＤＮ上の回

線エミュレーションのための広帯域コネクションオリエンテッドベアラサービスＡ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｆ

８１１でＢＣＯＢＳ－Ａと定義）と６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ回線交換モードベアラサービスとがイン

タワークされる。各ベアラサービス属性の値は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２３１およびＦ８１１に規定されて

いる（付属資料Ｂ／ＪＴ－Ｉ５８０参照）。

　ＢＣＯＢＳ－Ａと回線交換モードベアラサービス間のマッピングを行うためにインタワーキング機能が

必要となる。さらなる詳細検討が必要である。

TE

SB又は又は又は又はTB

B-ISDN 64kbit/s
系系系系ISDN

S又は又は又は又はT
TE

SB又は又は又は又はTB

ATM

AAL

ATM

S又は又は又は又はT

IWF

AAL

ATM

回線交換モードベアラサービス回線交換モードベアラサービス回線交換モードベアラサービス回線交換モードベアラサービス

ユーザ情報ユーザ情報ユーザ情報ユーザ情報

BCOBS-ABCOBS-ABCOBS-ABCOBS-A

タイプ１タイプ１タイプ１タイプ１
注２注２注２注２

注１）注１）注１）注１） U プレーン上ではプレーン上ではプレーン上ではプレーン上では 、、、、64kbit/s64kbit/s64kbit/s64kbit/s 系系系系 ISDNISDNISDNISDN はどのユーザ情報プロトコルも転送できるはどのユーザ情報プロトコルも転送できるはどのユーザ情報プロトコルも転送できるはどのユーザ情報プロトコルも転送できる

回線交換モードコネクションを提供する。したがって、回線交換モードコネクションを提供する。したがって、回線交換モードコネクションを提供する。したがって、回線交換モードコネクションを提供する。したがって、IWFIWFIWFIWF のののの 64kbit/sISDN64kbit/sISDN64kbit/sISDN64kbit/sISDN 側と側と側と側と

これに接続するこれに接続するこれに接続するこれに接続する 64kbit/sISDN 64kbit/sISDN 64kbit/sISDN 64kbit/sISDN に関するソックスは空白になっている。に関するソックスは空白になっている。に関するソックスは空白になっている。に関するソックスは空白になっている。

注２）アプリケーション依存注２）アプリケーション依存注２）アプリケーション依存注２）アプリケーション依存

物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理

図６－２／ＪＴ－Ｉ５８０
Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮとを相互接続する場合の

参照構成に基づく回線交換モードインタワーキング
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

　図６－３／ＪＴ－Ｉ５８０に、Ｂ－ＩＳＤＮを介して６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮを連結する参照構成

における回線交換モードベアラサービスのＵプレーンインタワーキングを示す。６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳ

ＤＮで提供される６４ｋｂｉｔ／ｓ系回線交換モードベアラサービスは、Ｂ－ＩＳＤＮ上の回線エミュ

レーション（ＢＣＯＢＳ－Ａ）を介して他の６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮへインタワークされる。６４ｋ

ｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮユーザから見えるサービスは６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ回線交換モードベアラ

サービスである。
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TE

S 又は又は又は又はT

B-ISDN

S 又は又は又は又はT

TE

S 又は又は又は又は T

64kbit/s 系系系系
ISDNISDNISDNISDN

S 又は又は又は又は T

AAL

ATM

AAL

ATMATM

B-ISDNIWF IWF

回線交換モードベアラサービス回線交換モードベアラサービス回線交換モードベアラサービス回線交換モードベアラサービス 回線交換モードベアラサービス回線交換モードベアラサービス回線交換モードベアラサービス回線交換モードベアラサービスBCOBS-ABCOBS-ABCOBS-ABCOBS-A

ユーザ情報ユーザ情報ユーザ情報ユーザ情報

タイプ１タイプ１タイプ１タイプ１

物理物理物理物理物理物理物理物理物理物理物理物理

図６－３／ＪＴ－Ｉ５８０
Ｂ－ＩＳＤＮを介して６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮを連結する場合

の参照構成に基づく回線交換モードインタワーキング
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

64kbit/s 系系系系
ISDNISDNISDNISDN

注１）注１）注１）注１）    UUUU プレーン上では、プレーン上では、プレーン上では、プレーン上では、64kbit/s64kbit/s64kbit/s64kbit/s 系系系系 ISDNISDNISDNISDN はどのユーザープロトコルも転送できるはどのユーザープロトコルも転送できるはどのユーザープロトコルも転送できるはどのユーザープロトコルも転送できる

回線交換モードコネクションを提供する。したがって、回線交換モードコネクションを提供する。したがって、回線交換モードコネクションを提供する。したがって、回線交換モードコネクションを提供する。したがって、IWFIWFIWFIWF のののの 64kbit/sISDN64kbit/sISDN64kbit/sISDN64kbit/sISDN 側と側と側と側と

これに接続するこれに接続するこれに接続するこれに接続する 64kbit/sISDN64kbit/sISDN64kbit/sISDN64kbit/sISDN 及び及び及び及び TETETETE に関するボックスは空白になっている。に関するボックスは空白になっている。に関するボックスは空白になっている。に関するボックスは空白になっている。

　図６－４／ＪＴ－Ｉ５８０は、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮを介してＢ－ＩＳＤＮ同士を連結する参照

構成における回線交換モードベアラサービスのＵプレーンインタワーキングを示している。Ｂ－ＩＳＤＮ

で提供されるＢＣＯＢＳ－Ａは、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ回線交換モードベアラサービスを介して他

のＢ－ＩＳＤＮへインタワークされる。Ｂ－ＩＳＤＮユーザから見えるサービスは、６４ｋｂｉｔ／ｓ系

ＩＳＤＮ回線交換モードベアラサービスである。６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮと接続されていること、お

よびサービスが６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮで利用できるサービスに制限されるということを示すために

インタワーキング表示がＢ－ＩＳＤＮユーザに提供されるかもしれない。

TE

SB又は又は又は又は TB

B-ISDN TE64kbit/s系系系系
ISDN

B-ISDNB-ISDN

SB又は又は又は又はTB

AAL

ATM ATM

AAL

ATM

AAL

ATM

SB又は又は又は又は TB

ATM

AAL

ATM

IWF IWF

SB又は又は又は又は TB

注１）注１）注１）注１）U プレーン上ではプレーン上ではプレーン上ではプレーン上では 、、、、64kbit/s64kbit/s64kbit/s64kbit/s 系系系系 ISDNISDNISDNISDN はどのユーザ情報プロトコルも転送できるはどのユーザ情報プロトコルも転送できるはどのユーザ情報プロトコルも転送できるはどのユーザ情報プロトコルも転送できる

回線交換モードコネクションを提供する。したがって、回線交換モードコネクションを提供する。したがって、回線交換モードコネクションを提供する。したがって、回線交換モードコネクションを提供する。したがって、IWFIWFIWFIWF のののの 64kbit/sISDN64kbit/sISDN64kbit/sISDN64kbit/sISDN 側と側と側と側と

これに接続するこれに接続するこれに接続するこれに接続する 64kbit/sISDN64kbit/sISDN64kbit/sISDN64kbit/sISDN に関するソックスは空白になっているに関するソックスは空白になっているに関するソックスは空白になっているに関するソックスは空白になっている

注２）アプリケーション依存注２）アプリケーション依存注２）アプリケーション依存注２）アプリケーション依存

BCOBS-ABCOBS-ABCOBS-ABCOBS-ABCOBS-ABCOBS-ABCOBS-ABCOBS-A 回線交換モードベアラサービス回線交換モードベアラサービス回線交換モードベアラサービス回線交換モードベアラサービス

ユーザ情報ユーザ情報ユーザ情報ユーザ情報

タイプ１タイプ１タイプ１タイプ１ タイプ１タイプ１タイプ１タイプ１

物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理

注２注２注２注２ 注２注２注２注２

図６－４／ＪＴ－Ｉ５８０
６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮを介してＢ－ＩＳＤＮを連結する
場合の参照構成に基づく回線交換モードインタワーキング

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０））））
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6.1.1.1　インタワーキング機能の要求条件

１）６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮインタフェースのサポート

　ＩＷＦは６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮインタフェースをサポートするかもしれない。これは、要求され

たサービスをサポートできるできないに関わらず、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮシグナリングメッセージ

を検証する機能を含んでいる。また、例えばＡ則とμ則のコーディング変換のような音声コーディング変

換機能も含む。

２）Ｂ－ＩＳＤＮインタフェースのサポート

　ＩＷＦはＢ－ＩＳＤＮインタフェースをサポートするかもしれない。これは、要求されたサービスをサ

ポートできるできないに関わらず、Ｂ－ＩＳＤＮシグナリングメッセージを検証する機能を含んでいる。

また、例えばＡ則とμ則のコーディング変換のような音声コーディング変換機能も含む。さらなる検討を

要する。

３）インタワーキング機能

　下記のものよりさらに詳細な記述は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１の第６節と付属資料Ｅおよび

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２６６０を参照。

・Ｃプレーン

　ＩＷＦにてシグナリングメッセージを終端する場合、ＩＷＦはＢ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳ

ＤＮシグナリングメッセージ間の変換をしなければならない。例えば、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１とＱ２

９３１メッセージ間、または、Ｂ－ＩＳＵＰとＮ－ＩＳＵＰメッセージ間の変換を行う。

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１では情報要素の特別な順序を規定していないが、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１

ではいくつかの順序を規定しているため、この変換機能は、シグナリングメッセージの生成や終端、プロ

トコル変換および信号情報要素の並べ換えをおこなう機能をカバーしている。エラー状態を含む特定の処

理はＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２６６０で規定されている。

・Ｕプレーン

　ＩＷＦは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６３で定義されているように、回線交換モードベアラサービスを提供

するためにＡＡＬタイプ１処理を実現しなければならない。各々のサービスを提供するためにいくつかの

オプション機能がネットワークの選択に従って提供されるかもしれない。これらの機能の目的は、特定の

６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮサービスを提供することかもしれない。一例としては、８ｋＨｚ構造保存を

供給する構造化データ転送が挙げられる。また、別の例としては同期残差タイムスタンプ（ＳＲＴＳ）に

よるソースクロックの再生機能である。ネットワークがデフォルトモードとしてＳＲＴＳをサポートする

場合は、ＩＷＦはＳＲＴＳ情報を送受するかもしれない。この場合であっても、ＩＷＦが６４ｋｂｉｔ／

ｓ系ＩＳＤＮ側からクロックを受信するならば、ＩＷＦはユーザ情報を６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮに送

信するためにＢ－ＩＳＤＮ側のＳＲＴＳ情報を無視する。

４）その他

　会議通話やコールウェイティングのようないくつかの付加サービスを提供するために、要求機能の配備

を含めて今後の検討を要する。
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6.1.2　パケット交換モードベアラサービスにおけるインタワーキング機能

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３１のケースＡおよびケースＢそれぞれに基づいたＢ－ＩＳＤＮから６４ｋｂｉｔ

／ｓ系ＩＳＤＮへの相互接続形態におけるパケット交換モードベアラサービスインタワーキングモデルの

２つの例を図６－５ａ）およびｂ）／ＪＴ－Ｉ５８０に示す。

　ケースＡでは、ＩＳＤＮの透過な回線交換コネクション（固定、半固定もしくは交換）が用いられる。

これに対応するＩＳＤＮベアラサービスはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２３１．１で記述されているように、非制

限６４ｋｂｉｔ／ｓベアラサ－ビスである。ユーザが利用できるサービスは、ＩＴＵ－Ｔ　Ｘ勧告シリー

ズ（例えばＸ．２、Ｘ．１２１）と同様に、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５（固定アクセス）およびＸ３２（即

時アクセス）で記述されているＰＳＰＤＮサービスである。ケースＢでは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２３２．

１で記述されているＩＳＤＮバーチャルサーキットサービスが用いられている。

B-ISDN
端末端末端末端末

B-ISDN

ATM
-ET VC CHH ET

64kbit/s系系系系 ISDN

S又は又は又は又は T

DTE

PSPDN

AU

[JT-X31 ケースケースケースケース A]

64kbit/s系系系系 ISDN
パケット交換モード端末パケット交換モード端末パケット交換モード端末パケット交換モード端末

B-ISDN
端末端末端末端末

B-ISDN

ATM
-ET VC CHH

64kbit/s系系系系  ISDN

AU : ISDN アクセスユニットアクセスユニットアクセスユニットアクセスユニット

CHH : チャネル処理機能チャネル処理機能チャネル処理機能チャネル処理機能}}}} ((((例　交換例　交換例　交換例　交換))))

S又は又は又は又は T

DTE

PSPDN
[JT-X31 ケースケースケースケース B]

JT-X75

a)

b)

IWF

IWF
PH

ET

ET: 回線接続回線接続回線接続回線接続

PH: パケットハンドラパケットハンドラパケットハンドラパケットハンドラ

64kbit/s系系系系 ISDN
パケット交換モード端末パケット交換モード端末パケット交換モード端末パケット交換モード端末

図６－５／ＪＴ－Ｉ５８０
ＪＴ－Ｘ３１　端末とＢ－ＩＳＤＮ端末との間の

インタワーキングモデルの例
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

　Ｂ－ＩＳＤＮから６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮへの相互接続の参照構成におけるパケット交換モードベ

アラサービスインタワーキングを図６－６ａ）およびｂ）／ＪＴ－Ｉ５８０に示す。図６－６ｂ）／ＪＴ

－Ｉ５８０において、プロトコルスタックは２つのタイプに分類される。

　タイプ１：ターミナルアダプタを使用した既存ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３１端末の簡易なサポート

　タイプ２：プロトコルマッピング

　タイプ１では、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５レイヤ３パケットをカプセル化し、ＰＨに送信する。この方法

は、Ｂ－ＩＳＤＮを介するＰＨへのポートアクセスもしくはＢ－ＩＳＤＮを介したＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ３

１ケースＢと同様のアクセスに適用されるかもしれない。

　タイプ２では、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５レイヤ３パケットは、契約もしくはシグナリングにより前もっ
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て決められたマッピングに従い、ＩＷＦを介してＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３６５．２（ＣＯＮＳ用ＳＳＣＳ）

プロトコルの適切なＰＤＵへ変換される。

B-ISDN

AAL

ATM

AAL

ATM ATM

TE

PSPDN

AU

DTE

IWF

注１）Ｕプレーン上で、64kbit/s系 ISDNはどのユーザ情報プロトコルも転送できる

　　　回線交換モードコネクションを提供する。したがって、IWFの 64kbit/sISDN側

　　　とこれに接続する 64kbit/sISDNに関するソックスは空白になっている

BCOBS-A
SB又はT B

SB又はT B

64kbit/s系

ISDN

回線交換モードベアラサービス

タイプ１

物理 物理 物理

a)

図６－６ａ）／ＪＴ－Ｉ５８０
Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮとを相互接続する
場合の参照構成に基づくパケット交換モードインタワーキング

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）
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B-ISDN 64kbit/s系系系系
ISDN

パケット交換モードベアラサービスパケット交換モードベアラサービスパケット交換モードベアラサービスパケット交換モードベアラサービスBCOBS-CBCOBS-CBCOBS-CBCOBS-C

[タイプタイプタイプタイプ  -１１１１]]]]

TE TE

[タイプタイプタイプタイプ  -２２２２]

IWF

LAPB/D
CONTROL

JT-X25
PLP

FR-SSCS +
AAL5 CP

ATM

物理物理物理物理

FR-SSCS +
AAL5 CP

ATM

LAPB/D
CORE

ATM ATM

LAPB/D
CONTROL

LAPB/D
CONTROL

LAPB/D
CONTROL

SSCF for
CONS

SCF

SSCOP +
AAL5 CP

ATM ATM ATM ATM

SSCF for
CONS

SCF

SSCOP +
AAL5 CP

JT-X25
 PLP/
JT-X75 L3

LAPB/
JT-X75 L2

LAPB/ LAPB/D

LAPB/D
CORE

LAPB/D
CORE

LAPB/D
CORE

SB又は又は又は又は TB

SB又は又は又は又は TB

SB又は又は又は又はTB

S又は又は又は又はT

S又は又は又は又はT

S又は又は又は又はT

物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理
物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理

物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理
物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理

注１）注１）注１）注１）B-ISDNB-ISDNB-ISDNB-ISDN側では側では側では側では UUUU プレーンのみ描かれている。プレーンのみ描かれている。プレーンのみ描かれている。プレーンのみ描かれている。

JT-X25
PLP

JT-X25
PLP

JT-X25
PLP

JT-X25
PLP

JT-X25
PLP

JT-X25
 PLP/
JT-X75 L3

LAPB/
JT-X75 L2

b)b)b)b)

:フレームリレー用フレームリレー用フレームリレー用フレームリレー用 CSCSCSCS サービス依存部サービス依存部サービス依存部サービス依存部(JT-I365)(JT-I365)(JT-I365)(JT-I365)
:共通部共通部共通部共通部(JT-I362)(JT-I362)(JT-I362)(JT-I362)
:調整機能調整機能調整機能調整機能 TTTTービス依存部ービス依存部ービス依存部ービス依存部
:コネクションオリエンテッドプロトコルサービス依存部コネクションオリエンテッドプロトコルサービス依存部コネクションオリエンテッドプロトコルサービス依存部コネクションオリエンテッドプロトコルサービス依存部(JT-Q2110)(JT-Q2110)(JT-Q2110)(JT-Q2110)
:コネクションオリエンテッドネットワークサービスコネクションオリエンテッドネットワークサービスコネクションオリエンテッドネットワークサービスコネクションオリエンテッドネットワークサービス(ITU-T(ITU-T(ITU-T(ITU-T 勧告勧告勧告勧告 I.315.2)I.315.2)I.315.2)I.315.2)
:同期同期同期同期・調整機能・調整機能・調整機能・調整機能 ITU-TITU-TITU-TITU-T 勧告勧告勧告勧告 Q.923)Q.923)Q.923)Q.923)

FR-SSCS
CP
SSCF
SSCOP
CONS
SCF

図６－６ｂ）／ＪＴ－Ｉ５８０
Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮとを相互接続する
場合の参照構成に基づくパケット交換モードインタワーキング

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

　図６－７／ＪＴ－Ｉ５８０に、Ｂ－ＩＳＤＮを介して６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮを連結する場合の参

照構成におけるパケット交換モードベアラサービスのＵプレーンインタワーキングを示す。この図のＩＷ

Ｆ間は、ＡＴＭ　ＰＶＣもしくはＳＶＣで接続できる。ＳＶＣを使用する時は、ＩＷＦにいくつかのシグ

ナリング能力も要求されるであろう。
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TE 64kb/s系系系系ISDN IWF IWFB-ISDN 64kb/s系系系系ISDN TE

S又は又は又は又は  T

パケット交換モードベアラサービスパケット交換モードベアラサービスパケット交換モードベアラサービスパケット交換モードベアラサービス

BCOBS-CBCOBS-CBCOBS-CBCOBS-C
パケット交換モードベアラサービスパケット交換モードベアラサービスパケット交換モードベアラサービスパケット交換モードベアラサービス

S又は又は又は又はT

[タイプタイプタイプタイプ  -１１１１]

ATM

物理物理物理物理

ATM

物理物理物理物理

JT-X75
 PLP

ATM

物理物理物理物理
物理物理物理物理

SSCF +
SSCOP +
AAL5 CP

ATM

物理物理物理物理

物理物理物理物理

SSCF +
SSCOP +
AAL5 CP

[タイプタイプタイプタイプ  -２２２２]

ATM

物理物理物理物理

ATM

物理物理物理物理

ATM

物理物理物理物理

物理物理物理物理

SCF +
SSCF for
CONS

SSCOP +
AAL5 CP

ATM

物理物理物理物理

物理物理物理物理

SCF +
SSCF for
CONS

SSCOP +
AAL5 CP

注１）注１）注１）注１）CONSCONSCONSCONS 用用用用 SSCFSSCFSSCFSSCF が多重化機能をサポートしていないため、が多重化機能をサポートしていないため、が多重化機能をサポートしていないため、が多重化機能をサポートしていないため、

パケットパケットパケットパケット LCLCLCLC を１つのを１つのを１つのを１つの VCVCVCVC に多重化する場合にはに多重化する場合にはに多重化する場合にはに多重化する場合には

タイプ１が適当である。タイプ１が適当である。タイプ１が適当である。タイプ１が適当である。

JT-X75
 PLP

JT-X75
 DLP

JT-X75
 DLP

JT-X75
 DLP

JT-X75
 DLP

JT-X75
 PLP

JT-X75
 PLP

図６－７／ＪＴ－Ｉ５８０
Ｂ－ＩＳＤＮを介して６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮを連結した
場合の参照構成に基づくパケット交換モードインタワーキング

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

　パケット交換モードのエミュレーションのためのＢＣＯＢＳ－Ｃとパケット交換モードベアラサービス

間のマッピングを行うために、ＩＷＦが要求される。

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５論理チャネル（ＬＣ）をＡＴＭコネクションにマッピングする２つの方法があ

る。

タイプ１（Ｎ対１マッピング）：複数のＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５　ＬＣは単一ＡＴＭ　ＶＣに多重される。

タイプ２（１対１マッピング）：各ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５　ＬＣは一つのＡＴＭ　ＶＣにマッピングさ

れる。

　Ｎ対１マッピング法は１対１マッピング法を含む。また、低速ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５　ＬＣを収容す

る場合に効率的にＶＣを利用できる。

　例えば、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｘ２５およびＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．１３５で定義されたバーチャルサーキット

のスループットを適当なＢ－ＩＳＤＮトラヒックパラメータにマッピングする方法等については、さらに

詳細な検討が必要である。（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１参照）
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6.1.2.1　インタワーキング機能の要求条件

　今後の検討課題である。

6.1.3　フレームモードベアラサービスにおけるインタワーキング

　ここでは、フレームモードベアラサービス（ＦＭＢＳ）のためのインタワーキング機能に関して基本を

述べる。詳細記述は将来の標準化の課題であろう。

　２つのインタワーキングシナリオを図６－８および６－９／ＪＴ－Ｉ５８０に示す。

　図６－８／ＪＴ－Ｉ５８０にＢ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮとの相互接続すなわちサービ

スインタワーキングとネットワークインタワーキングの両方を示している。アクセスネットワークは６４

ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮをベースとしており、コアネットワークはＡＴＭをベースとしている。この場合、

ＦＭＢＳはＢ－ＩＳＤＮクラスＣサービス（メッセージモード、フロー制御のない非保証オプション）と

インタワーキングする。

B-ISDN64kbit/s系系系系
ISDN

BCOBS-CBCOBS-CBCOBS-CBCOBS-C

SB又は又は又は又はTB

AAL

ATM

物理物理物理物理

注１注１注１注１

JT-Q922
core

物理物理物理物理 物理物理物理物理物理物理物理物理

TE TE

S 又は又は又は又は T

FMBS

注２注２注２注２

S 又は又は又は又は T

注１注１注１注１

物理物理物理物理

注２注２注２注２

AAL

ATMATM

物理物理物理物理

SB又は又は又は又は TB

IWF

注１）ユーザ依存の上位レイヤ注１）ユーザ依存の上位レイヤ注１）ユーザ依存の上位レイヤ注１）ユーザ依存の上位レイヤ

注２）ユーザ依存の付加レイヤ２プロトコル注２）ユーザ依存の付加レイヤ２プロトコル注２）ユーザ依存の付加レイヤ２プロトコル注２）ユーザ依存の付加レイヤ２プロトコル

JT-Q922
core

JT-Q922
core

図６－８／ＪＴ－Ｉ５８０
Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮとを相互接続する
場合の参照構成に基づくフレームモードインタワーキング

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

　図６－９／ＪＴ－Ｉ５８０に、Ｂ－ＩＳＤＮを介した６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮの連結、すなわち

ネットワークインタワーキングを示す。アクセスネットワークは６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮをベースと

しており、コアネットワークはＡＴＭをベースとしている。これはＢ－ＩＳＤＮへ適用されるネットワー

クインタワーキングの 初の応用であると期待される。ＦＭＢＳとのインタワーキングのための同等な

Ｂ－ＩＳＤＮサービスはクラスＣ（メッセージモード、フロー制御のない非保証オプション）である。

　ＦＭＢＳスループットパラメータ（ＣＩＲ、ＢｃおよびＢｅ）から適切なＢ－ＩＳＤＮトラヒックパラ

メータ（例えばＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１を参照）へのマッピング等について、さらに詳細な検討が必要

となる。
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B-ISDN

BCOBS-CBCOBS-CBCOBS-CBCOBS-C

AAL

ATM

物理物理物理物理

注１注１注１注１

JT-Q922
core

物理物理物理物理 物理物理物理物理

TE

S 又は又は又は又は T
FMBS

注２注２注２注２

S 又は又は又は又は T

ATM

物理物理物理物理

TE

S 又は又は又は又は T

64kbit/s系系系系ISDN

FMBS

AAL

ATM

物理物理物理物理 物理物理物理物理

注１注１注１注１

物理物理物理物理

注２注２注２注２

S又は又は又は又はT

物理物理物理物理

64kbit/s系系系系ISDNIWF IWF

注１）ユーザ依存の上位レイヤ注１）ユーザ依存の上位レイヤ注１）ユーザ依存の上位レイヤ注１）ユーザ依存の上位レイヤ

注２）ユーザ依存の付加レイヤ２プロトコル注２）ユーザ依存の付加レイヤ２プロトコル注２）ユーザ依存の付加レイヤ２プロトコル注２）ユーザ依存の付加レイヤ２プロトコル

物理物理物理物理

JT-Q922
core

JT-Q922
core

JT-Q922
core JT-Q922

core
JT-Q922

core

図６－９／ＪＴ－Ｉ５８０
Ｂ－ＩＳＤＮを介して６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮを連結する場合

の参照構成に基づくフレームモードインタワーキング
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

6.1.3.1　インタワーキング機能の要求条件

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ５５５を参照。

７．６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ網構成要素のエミュレーション

　Ｂ－ＩＳＤＮが進展していく過程で、ＩＳＤＮ網構成要素は広帯域技術に置き換わっていくであろう。

そのような場合、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮコネクション要素は、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮでサ

ポートされている元のサービスに影響を及ぼさないようにエミュレートされる。

－　コネクション要素のエミュレーション

６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮコネクション要素は、広帯域のコネクション要素やＩＷＦによりエミュ

レートされる。図７－１／ＪＴ－Ｉ５８０は、このようなエミュレーションの例を示している。詳細

なエミュレーション方法は、今後の検討課題である。

－　リンクのエミュレーション

リンクは、広帯域のコネクション要素やＩＷＦによりエミュレートされる。詳細なエミュレーション

方法は、今後の検討課題である。

アクセスアクセスアクセスアクセス

リンクリンクリンクリンク

T

アクセスアクセスアクセスアクセスCE

加入者系加入者系加入者系加入者系

CRF
中継中継中継中継

リンクリンクリンクリンク
中継中継中継中継

CRF

中継中継中継中継CE アクセスアクセスアクセスアクセスCE

エミュレーションエミュレーションエミュレーションエミュレーションCE
CRF

- コネクション要素コネクション要素コネクション要素コネクション要素
- コネクション関連機能コネクション関連機能コネクション関連機能コネクション関連機能

T
アクセスアクセスアクセスアクセス

リンクリンクリンクリンク

加入者系加入者系加入者系加入者系

CRF
中継中継中継中継

リンクリンクリンクリンク

図７－１／ＪＴ－Ｉ５８０
６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ網構成要素のエミュレーション

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）
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付属資料Ａ

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ５８０に対する）

Ｂ－ＩＳＤＮユーザへ６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮサービスを提供するための

インタワーキングシナリオ

　この付属資料は、Ｂ－ＩＳＤＮユーザへ６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮサービスを提供するための二つの

可能なインタワーキングシナリオについて記述する。今後の検討が必要である。

　Ｂ－ＩＳＤＮユーザの観点から見ると、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮサービスは、いかなる制限もなく

アクセス可能である。この要求を満たすため、二つのインタワーキングのシナリオが考えられる。

シナリオＡ：Ｂ－ＩＳＤＮを通して、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮへのアクセスを提供する、

または、

シナリオＢ：広帯域シグナリングプロトコルによって、全ての６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮサービス

をＢ－ＩＳＤＮ内に統合する。

１）シナリオＡ

このシナリオでは、固定、半固定または交換モードの、透過なＡＴＭコネクションが使用される。対

応するベアラサービスはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｆ８１１にて記述されている広帯域コネクションオリエンテッ

ドベアラサービスＡである。

このシナリオは、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮサービスを、まだ完全にはサポートしないＢ－ＩＳＤ

Ｎにおいて使用されるであろう。

２）シナリオＢ

このシナリオでは、広帯域シグナリングプロトコルを使用することでネットワークインタワーキング

が実現される。

　 初のシナリオは、広帯域オーバレイ網が６４ｋｂｉｔ／ｓ系の網と共存するような、中間時期に使用

されるかもしれない。一方、二番目のシナリオは、長期解と考えられる。

１．シナリオＡ

このシナリオは以下の三つのケースが考えられる。

ケース１　Ｈ，Ｂ，Ｄチャネルのエミュレーション

ケース２　基本、一次群レートアクセスのエミュレーション

ケース３　ディジタル伝送システムのエミュレーション
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１）ケース１　基本および一次群レートアクセスのＨ／Ｂ／Ｄチャネルのエミュレーション

　Ｂ－ＮＴ２は、ＴＥ（６４ｋｂｉｔ／ｓ　ＴＥ）をＢ－ＩＳＤＮに接続するのに使用される。ＴＥの物

理レイヤ起動時、１つの固定コネクション（または半固定、交換ＡＴＭコネクション）は、ＩＷＦへＴＥ

を接続できる。Ｂ－ＮＴ２は、ＡＴＭセルフロー内にＤチャネルの情報をパケットに組み立て／分解でき

る。データリンクコネクションは、ＴＥとＩＷＦの間で確立され、その時、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９２１

ＴＥＩ手順が、ＩＷＦの制御下で使用されてもよい。ＩＷＦは、その時、ＮＴ２またはＥＴの役割をはた

してもよい。この段階の後に、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ９３１の回線コネクション制御プロトコルが実行され

てもよい。回線コネクション確立フェーズにおいて、Ｈ／Ｂチャネルを割り当てることにより、Ｂ－ＮＴ

２とＩＷＦ間のＡＴＭコネクションを動的に確立し、割り当てることになる。

２）ケース２　基本および一次群レートアクセスのエミュレーション

　この方法では、Ｂ－ＮＴ２は、ＡＡＬタイプ１が想定している回線エミュレーション機能に集約される

ような一般的機能を持つことができる。Ｓ参照点でのインタフェースは、Ｂ－ＮＴ２から、ＩＷＦへ延長

される。このシナリオでは、Ｂ－ＩＳＤＮは、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ回線交換呼制御からは透過で

ある。ＩＷＦは、Ｂ－ＩＳＤＮからは、特殊なサービス提供者（６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮサービスア

クセス提供者）として見える。ＩＷＦは、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮからは、ＮＴ２またはＥＴとして

見える。

　二つのケースが考えられる：

ａ）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１エミュレーション：この場合、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１準拠の全物理レ

イヤは、ＡＡＬタイプ１コネクションによってエミュレートされる。

ｂ）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０エミュレーション：この場合、２Ｂ＋Ｄ（１４４ｋｂｉｔ／ｓ）のみ、Ａ

ＡＬタイプ１コネクションによってエミュレートされる。エコーチャネルの処理は、Ｂ－ＮＴ２によって

代替することができる。

３）ＩＷＦがＮＴ２機能を持たない場合

　上記のケース１とケース２のオプションとして、ＩＷＦはＮＴ２機能を持たず、Ｈ／Ｂ／Ｄチャネルま

たは基本および一次群レートアクセスをエミュレートするＡＡＬ手順のみ持つ。

４）ケース３　ディジタル伝送システムのエミュレーション

　今後の検討課題。

　Ｂ－ＩＳＤＮを経由し６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮへのＢ、Ｄチャネル、または基本および一次群レー

トアクセスのエミュレーションは、以下の様な、管理／タイミング／同期関連の多くの課題の検討が要求

される。

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０基本インタフェースに対しては、ＳまたはＴ参照点のレイヤ１上で運ばれる

以下の機能を考慮すべきである。

　－　起動／停止

　－　レイヤ１の使用により提供されるオプションのループ試験

　－　使用する伝送路システムの要求に従った伝送品質のモニタ（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６１）
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　Ｂ－ＩＳＤＮを通過するこの情報を伝達するためには、通常Ｂ－ＩＳＤＮを通した２Ｂ＋Ｄ（１４４ｋ

ｂｉｔ／ｓ）相当のデータレートより高いビットレートを必要とされるだろう。機能的な要求についても、

単にＢ／Ｄチャネル上のデータ情報の転送のみに対する要求より、Ｂ－ＩＳＤＮのより厳しいサービス品

質を要求されるかもしれない。

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１の一次群インタフェースに対しては、以下の保守機能を考慮すべきである。

　－　インタフェース上のレイヤ１能力の監視と報告。これには、ユーザ側の入力信号断とフレーム損失

報告が含まれる。

　－　網側におけるレイヤ１能力の損失と入力シグナリングの損失、またはユーザ側の入力信号断とフ

レーム損失の報告。

　－　インタフェースを通してのＣＲＣ性能モニタと報告。

２．シナリオＢ

　本シナリオを、付図Ａ－２／ＪＴ－Ｉ５８０に示す。このシナリオ内でＢ－ＩＳＤＮは、広帯域能力だ

けでなく、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ能力もサポートしなければならない。

　インタワーキング機能は、ＣプレーンとＵプレーンの両方のインタワーキングを考慮しなければならな

い。広帯域サービスと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮサービス間のインタワーキングは、呼制御マッピング

により実行される。二種類のシグナリングインタワーキングが考慮されている。（ＵＮＩシグナリングま

たはＮＮＩシグナリング）

　Ｃプレーン手順は、Ｕプレーンパラメータの交渉のために提供されなければならない。これらのマッピ

ング機能は、今後の検討が必要である。
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シナリオ Aケース 1,2 (IWF中にNT2機能がない場合)

IWFB-ISDNB-NT2TE

B/H chB/H chB/H chB/H ch

AAL1

ATMATMATM

AAL1

ATM

B/H chB/H ch

AAL1

ATMATMATM

AAL1

ATM

D chD chD chD chD chD ch

S TB T/S

U プレーン

C プレーン

64kbit/s系 ISDN TE

シナリオシナリオシナリオシナリオ A ケースケースケースケース 1,2

IWFB-ISDNB-NT2

B/H chB/H chB/H chB/H ch

AAL1

ATMATMATM

AAL1

ATM

B/H chB/H ch

AAL1

ATMATMATM

AAL1

ATM

D chD chD chD ch D ch

Q931

D ch D ch

S TB T/S

U プレーンプレーンプレーンプレーン

C    プレーンプレーンプレーンプレーン

64kbit/s系ISDN TETE

物理 物理

物理 物理 物理 物理

物理 物理 物理 物理

物理物理物理物理

物理物理物理物理

物理物理

物理 物理

物理 物理 物理 物理

物理 物理 物理 物理

物理物理物理物理

物理物理物理物理

物理物理

Q931 Q931 Q931 Q931 Q931

Q921 Q921Q921 Q921 Q921 Q921

Q931 Q931 Q931 Q931

Q921 Q921 Q921 Q921

注）注）注）注）Q921,Q931Q921,Q931Q921,Q931Q921,Q931 はそれぞれはそれぞれはそれぞれはそれぞれ TTCTTCTTCTTC 標準標準標準標準 JT-Q921,JT-Q931JT-Q921,JT-Q931JT-Q921,JT-Q931JT-Q921,JT-Q931 の略の略の略の略

付図Ａ－１／ＪＴ－Ｉ５８０
シナリオＡ・ケース１及び２のインタワーキング例

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０））））
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S

シナリオ B ケース 2(NNI シグナリング)

B/H ch B/H ch B/H ch B/H ch B/H ch B/H ch

物理 物理

物理 物理 物理 物理

物理 物理

物理 物理 物理 物理 物理 物理

物理物理

物理 物理
物理 物理

TE B-NT2 B-ISDN IWF 64kbit/ssss 系系系系 ISDN TE
T/STB

AAL1 AAL1

AAL5 AAL5 AAL5 AAL5

ATM ATM ATM ATM

ATM ATM ATM ATMD ch D ch D ch D ch

Q931 Q931 Q931 Q931

Q921 Q921 Q921 Q921

Q2931

Q2130

Q2110

Q2931

Q2130

Q2110

Q2140

Q2110

Q2140

Q2110

B-ISUP B-ISUP N-ISUP N-ISUP

MTP 3 MTP 3MTP 3 MTP 3

MTP 2 MTP 2

注）Q931 等は TTC 標準 JT-Q931 等の略 C プレーン

U プレーン

S

シナリオ B ケース 1(UNI シグナリング)

TE B-NT2 B-ISDN IWF 64kbit/ssss 系系系系 ISDN TE

T/STB

B/H ch B/H chB/H chB/H ch B/H ch B/H ch

物理
物理

物理 物理 物理

物理

物理

物理 物理 物理

物理 物理 物理 物理 物理物理 物理 物理 物理 物理

AAL5 AAL5 AAL5 AAL5

AAL1 AAL1

ATM ATM ATM ATM

ATM ATM ATM ATMD ch D ch D ch D ch D chD ch

Q931 Q931 Q931 Q931 Q931 Q931

Q921 Q921 Q921 Q921 Q921 Q921

Q2931 Q2931 Q2931 Q2931

Q2130

Q2110

Q2130

Q2110

Q2130

Q2110

Q2130

Q2110

U プレーン

C プレーン

付図　Ａ－２／ＪＴ－Ｉ５８０
シナリオＢのインターワーキング例

(ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ.５８０))))
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付属資料Ｂ

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ５８０に対する）

広帯域コネクションオリエンテッドベアラサービスと

６４kｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮベアラサービスの比較

　本付属資料は、相互接続機能の今後の検討のために、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｆ８１１で定義される広帯域コ

ネクションオリエンテッドベアラサービスと、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２３１およびＪＴ－Ｉ２３２で定義さ

れる６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮベアラサービスを比較した表を示すものである。ＦＭＢＳについては、

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ５５５を参照のこと。

付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｉ５８０

回線交換モードベアラサービスとの比較（１／２）

カテゴリ 広帯域コネクション

オリエンテッドベアラサービス

回線交換モードベアラサービス

サブカテゴリ A
ベアラサービス属性 属性値

情報転送属性

1. 　情報転送モード

1.1　コネクションモード

1.2　トラヒックタイプ

1.3　エンド・エンドタイミング

1.4　VCI 透過性

ATM
コネクションオリエンテッド

（CO）

固定ビットレート（CBR）
要

バーチャルパスサービスでは透過

回線

2. 　情報転送速度

2.1　他の方法は今後の検討課題

である

ピークセルレート

（注１）

ビットレート

16(kbit/s)(Dch)
64(kbit/s)
n×64(n≦30)(kbit/s)
384(kbit/s)
1536(kbit/s)
1920(kbit/s)

3. 　情報転送能力 非制限

音声

3.1kHz オーディオ

他の方法は今後の検討課題である

非制限

音声

3.1kHz オーディオ

トーンおよびアナウンスを含む非

制限

4. 　構造 8kHz 構造保存

非構造

他の方法は今後の検討課題である

8kHz 構造保存

非構造

他の方法は今後の検討課題である

5. 　通信の設定 交換、半固定、固定 交換、半固定、固定

6. 　対称性 双方向対称

双方向非対称

片方向

双方向対称

片方向

7. 　通信形態 ポイント・ポイント

ポイント・マルチポイント

マルチポイント・ポイント

マルチポイント・マルチポイント

マルチキャスト

放送

ポイント・ポイント

ポイント・マルチポイント

マルチポイント・ポイント

マルチポイント・マルチポイント

マルチキャスト

放送
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付表Ｂ－１／ＪＴ－Ｉ５８０

回線交換モードベアラサービスとの比較（２／２）

カテゴリ 広帯域コネクション

オリエンテッドベアラサービス

回線交換モードベアラサービス

ベアラサービス属性 属性値

アクセス属性

8. 　アクセスチャネルと速度

(kbit/s)

8.1　ユーザ情報 インタフェース(JT‐I432)を介した

バーチャルチャネルコネクションま

たはバーチャルパスコネクション。

大サービスビットレートについて

は今後の検討課題である。

ユーザ情報については B(64)、
H0(384)、H11(1536)、
H12(1920)。

9. 　アクセスプロトコル

9.1　信号アクセスプロトコル物

理レイヤ

JT‐I432

D‐チャネルについては I シリー

ズ標準

JT‐I430、JT‐I431

9.2　信号アクセスプロトコル ATM

レイヤ

JT‐I150、JT‐I361

9.3　信号アクセスプロトコル ATM

アダプテーションレイヤ（AAL）

JT‐I362、JT‐I363、
JT-Q2110 、JT‐Q2130

9.4　信号アクセスプロトコルレ

イヤ 3（AALの上位）

JT‐Q2931 JT‐Q930、JT‐Q931

9.5　情報アクセスプロトコル物

理レイヤ

JT‐I432 JT‐I431、JT‐I430

9.6　情報アクセスプロトコル

ATMレイヤ

JT‐I150、JT‐I361

9.7　情報アクセスプロトコル

ATM アダプテーションレイヤ

（AAL）

JT‐I362、JT‐I363
（タイプ 1、他の方法は今後の検

討課題である）

9.8　情報アクセスプロトコルレ

イヤ（AALの上位）

ユーザ定義 ユーザ定義

一般属性

10. 　付加サービス 64kbit/s ISDN サービスサポート時

の既存付加サービス。

他のサービスに対する付加サービ

スについては今後の検討課題であ

る。

TTC 標準 JT‐I250 参照

11. 　サービスの品質 今後の検討課題である。 今後の検討課題である。

12. 　インタワーキングの可能性 ISDN および他の網における他の

コネクションオリエンテッドサー

ビスとのインタワーキング。

今後の検討課題である。

13. 　運用および商業面 今後の検討課題である。 今後の検討課題である。

注１‐非制限ディジタル情報および制限ディジタル情報に対するピークセルレートのトラヒック記述は、

３つのケースに分類される：
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n×64kbit/s（n＝2 から 30）の場合：

１）ＯＡＭセルを使用しない場合のＰＣＲ

２）ＯＡＭセルを１秒間に１セル使用する場合のＰＣＲ

３）ＯＡＭを 大限サポートした場合のＰＣＲ

ＯＡＭセルを使用しない場合のＰＣＲは S/{8×(47×8-1)/8} [cell/s]、

ＯＡＭセルを１秒間に１セル使用する場合のＰＣＲは S/{8×(47×8-1)/8}+1 [cell/s]、

ＯＡＭを 大限サポートした場合のＰＣＲは S/{8×(47×8-1)/8}×130/128+1 [cell/s]、

ここで S[bit/s]は情報転送レートである。

64kbit/s および 16kbit/s の場合：

ＯＡＭセルを使用しない場合のＰＣＲは S/{8×(47×8)/8} [cell/s]、

ＯＡＭセルを１秒間に１セル 使用する場合のＰＣＲは S/{8×(47×8)/8}+1 [cell/s]、

ＯＡＭを 大限サポートした場合のＰＣＲは S/{8×(47×8)/8}×130/128+1 [cell/s] 。

付表Ｂ－２／ＪＴ－Ｉ５８０

ＡＴＭトラヒック記述子のためのデフォルト値

情報転送レート

（kbit/s）
ユーザ情報のための

ピークセルレート

（cell/s）

OAM セル未使用時

の PCR
1 OAM cell/sec 使用

時の PCR
OAM を 大限サ

ポート時の PCR

D:16
B、D:64

n×64（n≦30）
H0:384

H11:1536
H12:1920

42.55
170.21
‐‐‐

1024.00
4096.00
5120.00

43
171

‐‐‐

1024
4096
5120

44
172

‐‐‐

1025
4097
5121

45
174

‐‐‐

1041
4161
5201
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付表Ｂ－３／ＪＴ－Ｉ５８０

パケット交換モードベアラサービスとの比較（１／２）

カテゴリ 広帯域コネクション

オリエンテッドベアラサービス

パケット交換モード

ベアラサービス

サブカテゴリ C

ベアラサービス属性 属性値

情報転送属性

1. 　情報転送モード

1.1　コネクションモード

1.2　トラヒックタイプ

1.3　エンド・エンドタイミング

1.4　VCI 透過性

ATM
コネクションオリエンテッド

（CO）

可変ビットレート（VBR）
不要

バーチャルパスサービスでは透過

パケット

2. 　情報転送速度

2.1　他の方法は今後の課題である

JT‐I371 与えられたバーチャルサーキット

の 大スループットは、ユーザ情

報アクセスチャネルの 大ビット

レートおよびバーチャルサーキッ

トのスループットクラスより少な

いか等しい。（注 1）

3. 　情報転送能力 非制限 非制限

4. 　構造 AAL‐SDU 構造保存 サービスデータ構造保存

5. 　通信の設定 交換、半固定、固定 即時（バーチャルコール）

固定（パーマネントバーチャル

コール）

6. 　対称性 双方向対称

双方向非対称

片方向

双方向対称

片方向

7. 　通信形態 ポイント・ポイント

ポイント・マルチポイント

マルチポイント・ポイント

マルチポイント・マルチポイント

マルチキャスト

放送

ポイント・ポイント

ポイント・マルチポイント

マルチポイント・ポイント

マルチポイント・マルチポイント

マルチキャスト

放送

アクセス属性

8. 　アクセスチャネルと速度

(kbit/s)

8.1　ユーザ情報

8.2　シグナリング

インタフェース(JT‐I432)を介し

たバーチャルチャネルコネクショ

ンまたはバーチャルパスコネク

ション。 大サービスビットレー

トについては今後の検討課題であ

る。

シグナリング用バーチャルチャネ

ル

B‐または D‐チャネル内のバー

チャルサーキット上のユーザ情報
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付表Ｂ－３／ＪＴ－Ｉ５８０

パケット交換モードベアラサービスとの比較（２／２）

カテゴリ 広帯域コネクション

オリエンテッドベアラサービス

パケット交換モード

ベアラサービス

ベアラサービス属性 属性値

9. 　アクセスプロトコル

9.1　信号アクセスプロトコル物

理レイヤ

JT‐I432 ITU-T勧告I.440、I.450、I.451、

I.462およびJT‐X25（レイヤ2お

よび3）参照

9.2　信号アクセスプロトコルATM
レイヤ

JT‐I150、JT‐I361

9.3　信号アクセスプロトコルATM
アダプテーションレイヤ（AAL）

JT‐I362、JT‐I363、
JT‐Q2110、JT‐Q2130

9.4　信号アクセスプロトコルレ

イヤ3（AALの上位）

JT‐Q2931 JT‐Q930、JT‐Q931

9.5　情報アクセスプロトコル物

理レイヤ

JT‐I432 JT‐I431、JT‐I430

9.6　情報アクセスプロトコルATM
レイヤ

JT‐I150、JT‐I361

9.7　情報アクセスプロトコルATM
アダプテーションレイヤ（AAL）

JT‐I362、JT‐I363、
JT‐Q2110、ITU-T勧告I.365.2

JT‐X25（レイヤ2および3）

9.8　情報アクセスプロトコルレ

イヤ（AALの上位）

ユーザ定義 ユーザ定義

一般属性

10. 　付加サービス 64kbit/s ISDNサービスサポート時

の既存付加サービス。

他のサービスに対する付加サービ

スについては今後の検討課題であ

る。

ITU-T勧告X.2のリスト参照。他の

方法は今後の検討課題である。

11. 　サービスの品質 今後の検討課題である。 今後の検討課題である。

12. 　インタワーキングの可能性 ISDNおよび他の網における他の

コネクションオリエンテッドサー

ビスとのインタワーキング。

今後の検討課題である。

13. 　運用および商業面 今後の検討課題である。 今後の検討課題である。

注１‐交換バーチャルサーキットおよび固定バーチャルサーキットのための情報転送レートの正確な値は

今後の検討課題である。
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付属資料 C
（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ５８０に対する）

Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮインタワーキングにおける

ＯＡＭ情報のマッピング

　本付属資料はＢ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮインタワーキングに要求されるＯＡＭ情報

マッピング原則について規定する。

１．インタワーキングシナリオ

　ＯＡＭ情報マッピングを明確化するため、本節ではいくつかのインタワーキングシナリオが定められて

いる。

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ５８０の付属資料Ａによれば、インタワーキング シナリオは以下のように記述さ

れる。

1.1　シナリオＡ

　本シナリオは、Ｂ－ＩＳＤＮを経由した６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮへのアクセスを提供するものであ

る。インタワーキング形態を付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｉ５８０に示す。シナリオＡは次の３つのケースが考え

られる。

　ケース１：H、B、D チャネルのエミュレーション（付図Ｃ－２／ＪＴ－Ｉ５８０）

　ケース２：基本および一次群レートアクセスのエミュレーション（付図Ｃ－５／ＪＴ－Ｉ５８０）

　ケース３：ディジタル伝送システムのエミュレーション

1.2　シナリオＢ

　本シナリオは、すべての６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮサービスを、広帯域シグナリングプロトコルに

よってＢ－ＩＳＤＮに統合するものである。ＮＮＩ経由のインタワーキング形態を付図Ｃ－８／ＪＴ－Ｉ

５８０に、Ｕプレーンインタワーキングモデルを付図Ｃ－９／ＪＴ－Ｉ５８０に示す。

２．ＯＡＭ情報の可能なマッピング法

2.1　シナリオＡ－ケース１

　ケース１でのＴＡとＩＷＦは、チャネルレベルのエミュレーション機能を有しているため、チャネルレ

ベルやＶＣレベルよりも低いレベルのＯＡＭフローはＴＡとＩＷＦで終端されるべきである。基本レート、

一次群レートへのＩＷＦとＴＡのＯＡＭフローの関係を付図Ｃ－３／ＪＴ－Ｉ５８０および付図Ｃ－４／

ＪＴ－Ｉ５８０に示す。

　Ｂ－ＩＳＤＮ側では、Ｆ１からＦ４フローまでが終端され、ＩＷＦとＴＡにおいて適切な保守信号の相

互作用（ＡＩＳやＲＤＩ等）がＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７８２とＪＴ－Ｉ６１０に従って実現されるべきであ

る。
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　６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ側では、物理レイヤに関するＯＡＭ情報がＴＡとＩＷＦで終端される。こ

の情報はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０によるＩＮＦＯ－ｎ信号またはＪＴ－Ｉ４３１による保守信号（ＲＡ

Ｉ、ＡＩＳ等）を含んでもよい。

　Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ間での相互作用はチャネルレベルでのみ発生する。６４ｋ

ｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮのチャネルレベルに関連するＯＡＭ情報は存在しないため、ＩＮＦＯ－ｎまたは保

守信号（ＲＡＩ、ＡＩＳ）をＴＡとＩＷＦの間を透過的に伝送するための特別なチャネルが必要となり、

レイヤマネージメントエンティティとの適切な相互作用が実現されるべきである。

2.2　シナリオＡ－ケース２

　６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮのＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０／ＪＴ－Ｉ４３１フレームはＶＰにより伝送

されるため、ＪＴ－Ｉ４３０によるＩＮＦＯ－ｎ信号やＪＴ－Ｉ４３１による保守信号（ＲＡＩ、ＡＩＳ

等）は相手側まで透過的に伝送される。基本インタフェース（ＢＲＩ）と一次群インタフェース（ＰＲ

Ｉ）における、ＩＷＦとＴＡでのＯＡＭフローの関係を、付図Ｃ－６／ＪＴ－Ｉ５８０および付図

Ｃ－７／ＪＴ－Ｉ５８０に示す。ＶＰレベルでの故障は６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮに通知されてもよい。

2.3　シナリオＡ－ケース３

　今後の検討課題。

2.4　シナリオＢ

　シナリオＢにおけるＴＡとＩＷＦはチャネルレベルのエミュレーション機能を持つため、チャネルレベ

ルやＶＣレベルよりも低いレベルのＯＡＭフローはＩＷＦにて終端されるべきである。

　ＩＷＦにおけるＯＡＭフローの関係を付図Ｃ－１０／ＪＴ－Ｉ５８０に示す。

　Ｂ－ＩＳＤＮ側では、Ｆ１からＦ４フローまでが終端され、ＩＷＦとＴＡにおいて適切な保守信号の相

互作用（ＡＩＳ、ＲＤＩ等）がＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７８２（ＳＤＨ）やＪＴ－Ｉ６１０に従って実行され

るべきである。

　６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ側では、Ｆ１からＦ４フローまでが終端され、適切な保守信号の相互作用

（ＡＩＳ、ＲＤＩ等）がＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７８２（ＳＤＨ）やＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７００シリーズ（Ｐ

ＤＨ）に従って実行されるべきである。

　Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ間での相互作用はチャネルレベルでのみ発生する。６４ｋ

ｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮのためのチャネルレベル関連のＯＡＭ情報は存在しないため、６４ｋｂｉｔ／ｓ系

ＩＳＤＮのＦ４レベルとＢ－ＩＳＤＮのＦ５レベル間の相互作用が実現されてもよい。
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B-ISDN
IWF

64kbit/s系系系系 ISDN

B-NT2*

T B T  S

TE

S

NT2

* TA機能を含む

HTP

HTP:SDH に基づく高次の伝送パス 例 (VC-4,VC-4-4c)
LTP :一次群インタフェースに基づく低次の伝送パス

基暴インタフェースの場合、このレイヤは空になる

チャネル :対応する D, B, Hレート等

NNI
VP
VC

上位

レイヤ

チャネル

物理

LTP

H/B/D

セクション

HTP
VP
VC
AAL

LTP
HTP
VP
VC

AAL

LTP LTP

TE

F1,F2 フロー (セクション)

64kbit/s 系 ISDN 側

F3 フロー (HTP)
F4 フロー (VP)
F5 フロー (VC)

物理レイヤ

に関するOAM
(INFO -0/1/2/3/4)

終端点

B-ISDN 側

相互作用

上位

レイヤ

チャネル チャネル チャネル チャネル

物理 物理

物理

物理
セクション セクション

F1,F2 フロー (セクション)

64kbit/s 系 ISDN側

F3 フロー (HTP)
F4 フロー (VP)
F5 フロー (VC)

B-ISDN 側

LTP レイヤ

に関するOAM
(AIS,RAI)

相互作用

物理レイヤ
に関するOAM

終端点

H/B/D H/B/D H/B/D

付図Ｃ－１／ＪＴ－Ｉ５８０
シナリオＡにおけるインタワーキング形態

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０））））

付図Ｃ－２／ＪＴ－Ｉ５８０
シナリオＡ・ケース１におけるＵプレーン上の

インタワーキングモデル
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０））））

付図Ｃ－３／ＪＴ－Ｉ５８０
シナリオＡ・ケース１-１（ＢＲＩ）におけるＩＷＦ及びＴＡでの

Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ間のＯＡＭフローの関係
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

付図Ｃ－４／ＪＴ－Ｉ５８０
シナリオＡ・ケース１－２（ＰＲＩ）におけるＩＷＦ及びＴＡでの
Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ間のＯＡＭフローの関係

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）
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HTP:SDH に基づく高次の伝送パス（例 VC-4，VC-4-4c）
LTP:一次群インタフェースに基づく低次の伝送パス

基本インタフェースの場合、このレイヤは空になる

チャネル:対応する D,B,H レート等

付図 C－５／ＪＴ－Ｉ５８０
シナリオＡ・ケース２におけるＵプレーン上の

インタワーキングモデル
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ.５８０）

上位

レイヤ

物理

NNI
物理

物理物理 物理

上位

レイヤ

チャネル チャネルチャネルチャネル

2B+D/H 等等等等 2B+D/H 等等等等

LTP LTPLTPLTP
2B+D/H 等等等等

HTP HTPHTP

AAL AAL
VP VP VP

セクション セクション セクション

F1,F2 フロー (セクション)

F1,F2 フロー (セクション)

64kbit/s 系 ISDN側

F3 フロー (HTP)
F4 フロー (VP)

物理レイヤ

に関するOAM
(INFO -1/2/3/4)

終端点

B-ISDN 側

IWF

64kbit/s 系 ISDN側

F3 フロー (HTP)
F4 フロー (VP)物理レイヤ

に関するOAM
(INFO -1/2/3/4)

終端点

B-ISDN 側

TA

相互作用

相互作用

付図Ｃ－６／ＪＴ－Ｉ５８０
シナリオＡ・ケース２－１（ＢＲＩ）におけるＩＷＦ及びＴＡでの
Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ間ＯＡＭフローの関係

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

64kbit/s 系 ISDN側

F3 フロー (HTP)
F4 フロー (VP)

物理レイヤに関するOAM

終端点

B-ISDN 側

TA

F1,F2 フロー (セクション)

64kbit/s 系  ISDN側

F3 フロー (HTP)
F4 フロー (VP)

物理レイヤに関するOAM

終端点

B-ISDN 側

IWF

F1,F2 フロー (セクション)

相互作用

相互作用

付図Ｃ－７／ＪＴ－Ｉ５８０
シナリオＡ・ケース２－２（ＰＲＩ）におけるＩＷＦ及びＴＡでの
Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ間ＯＡＭフローの関係

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）
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B-ISDN
IWF

64kbit/s 系系系系  ISDN
B-NT2

TB

TE

T S

NT2

S

TE

付図Ｃ－８／ＪＴ－Ｉ５８０
シナリオＢにおけるインタワーキング形態

（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

上位
レイヤ

上位
レイヤ

チャネル チャネル チャネルチャネル

セクション セクション セクション セクション セクション
HTP HTP HTP

HTP＊＊＊＊ HTP＊＊＊＊

LTP＊＊＊＊＊＊＊＊
LTP＊＊＊＊＊＊＊＊

VP
VC
AAL

VP VP
VC VC

AAL

HTP:SDH に基づく高次の伝送パスに基づく高次の伝送パスに基づく高次の伝送パスに基づく高次の伝送パス（例（例（例（例 VC-4,VC-4-4c））））
LTP:SDH に基づく低次の伝送パスに基づく低次の伝送パスに基づく低次の伝送パスに基づく低次の伝送パス（例（例（例（例 VC-1,VC-2））））
チャネルチャネルチャネルチャネル:B,H レート等レート等レート等レート等
＊＊＊＊:PDH がががが NNI に用いられた場合、低次のディジタルパスにはに用いられた場合、低次のディジタルパスにはに用いられた場合、低次のディジタルパスにはに用いられた場合、低次のディジタルパスには LTP が対応するが対応するが対応するが対応する
＊＊＊＊＊＊＊＊:PDH がががが NNI に用いられた場合、高次のディジタルパスにはに用いられた場合、高次のディジタルパスにはに用いられた場合、高次のディジタルパスにはに用いられた場合、高次のディジタルパスには LTP が対応するが対応するが対応するが対応する

付図Ｃ－９／ＪＴ－Ｉ５８０
シナリオＢにおけるＵプレーン上の

インタワーキングモデル
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

UNI
物理

F1,F2 フロー (セクション)

F3 フロー (HTP)

F4 フロー (VP)

F5 フロー (VC)

F1,F2 フロー  (セクション)

F3 フロー  (HTP)

F4 フロー  (LTP)

終端点

B-ISDN側 64kbit/s 系 ISDN側

相互作用

付図Ｃ－１０／ＪＴ－Ｉ５８０
シナリオＢにおけるＩＷＦでの

Ｂ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ間ＯＡＭフローの関係
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）
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付録Ｉ

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ５８０に対する）

６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮから特定のＢ－ＩＳＤＮサービスへのアクセス

　本付録は、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮユーザが特定のＢ－ＩＳＤＮサービスへアクセスするための、

ひとつのインタワーキングシナリオについて記述する。

　これらのサービスの特徴は６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ内では同等のサービスがないことである。

　そのようなＢ－ＩＳＤＮサービスの例としては以下がある：

　広帯域コネクションレスデータベアラサービス(ＢＣＤＢＳ)

　主として、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮユーザが特定のＢ－ＩＳＤＮサービスにアクセスする方法が二

つ存在する（当然ＱｏＳは制限される）。

　１）Ｂ－ＩＳＤＮへのインタワーキング機能を使って、６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮの枠組み内で類似

のサービスを提供する。

　２）Ｂ－ＩＳＤＮで利用可能なＢ－ＩＳＤＮサービスへのアクセスを実現する（この場合

６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮは透過的アクセスネットワークとして利用される）。

　本付録では２）についてのみ考慮する。

　６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮから提供されるＱｏＳは、Ｂ－ＩＳＤＮからの直接アクセスに比べて制限

されることに注意する必要がある。

１．６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮからＢＣＤＢＳへのアクセス

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｆ８１２で定義されているＢ－ＩＳＤＮでの広帯域コネクションレスデータベアラ

サービスは、コネクションレスサービス機能（ＣＬＳＦ）と呼ばれる手段を用いて実現される。サービス

を利用するためには、ユーザはＣＬＳＦと接続することを要求される。

　本シナリオでは６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮユーザは６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮの透過的アクセスコ

ネクションを経由して、Ｂ－ＩＳＤＮ上のＣＬＳＦへアクセスする。

　ＢＣＤＢＳを提供するＢ－ＩＳＤＮと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮのインタワーキングアーキテクチャ

は付図Ｉ－１/ＪＴ－Ｉ５８０に示される。



ＪＴ－Ｉ５８０ - 32 -

B-CLSF B-CLSF

B-ISDN

ATM
IWF

B-UNI
[F.F.S; 注参照注参照注参照注参照 ]

N-UNI

B-TE
TE

64kbit/s
系系系系  ISDN

付図Ｉ－１／ＪＴ－Ｉ５８０
ＢＣＤＢＳを提供するＢ－ＩＳＤＮと

６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮのインタワーキングアーキテクチャ
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

　注）付図Ｉ－１/ＪＴ－Ｉ５８０中のＩＷＦとＢ－ＩＳＤＮおよびＩＷＦと６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤ

Ｎ間のインタフェースの厳密な定義については今後の検討課題である。

　本シナリオは６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮを透過的に使用することを許している。現存する６４ｋｂｉ

ｔ／ｓ系ＩＳＤＮ（信号）プロトコルまたはネットワーク機器の変更や置換はないと考えられる。（この

点は今後の検討課題である。）

　

　ＩＷＦを用いた６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮでのＢＣＤＢＳの提供のためのプロトコルアーキテクチャ

は、付図Ｉ－２／ＪＴ－Ｉ５８０に示される。

B-TE B-ISDN (注注注注 1) IWF 64kbit/s 系系系系 ISDN TE

CLNAP CLNAPCLNAP CLNAP CLNAP CLNAP

AAL 3/4 AAL 3/4 AAL 3/4 AAL 3/4

ATM ATM ATM
ATM

物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理 物理物理物理物理

B/H B/H B/H B/H

CONVCONV

*注注注注 1：：：：CLSFs を含むを含むを含むを含む

付図Ｉ－２／ＪＴ－５８０
ＩＷＦを用いた６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮでのＢＣＤＢＳ提供の

ためのプロトコルアーキテクチャ
（ＩＴＵ－Ｔ　Ｉ．５８０）

　本付図では、ＢＣＤＢＳは６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮにおける回線交換されたベアラコネクションを

経由して提供されると仮定している。他のベアラサービス接続（例えばフレームリレー）を利用する場合

も、本付図の若干の変更で十分である。

　2つの新しいレイヤが６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ端末およびＩＷＦに導入されている。



- 33 - ＪＴ－Ｉ５８０

　ＣＬＮＡＰレイヤ：

　本レイヤは、広帯域ユーザに対してＣＬＮＡＰが提供するのと同じインタフェースを狭帯域ユーザに対

して提供する。それはＢ－ＩＳＤＮ環境で用いられるＣＬＮＡＰと同一であるべきである。

　ＣＯＮＶ(コンバージェンス）レイヤ：

　本レイヤは、既存の６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮベアラサービス経由で転送可能なように、コネクショ

ンレスパケットを適合させる。本レイヤはＢ－ＩＳＤＮのＡＡＬと対比され得る。ＡＡＬは、ＡＴＭセル

に合致するようにコネクションレスパケットを適合させる。

　本レイヤにより行われる厳密な機能については今後の検討課題であり、選択されたベアラサービスに依

存する。（使用される６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮベアラサービスの例は、回線交換モード、フレームリ

レー、フレーム交換である。）

　オプションとして、本コンバージェンスレイヤはエラー検出、分割と組み立て、多重化等を含んでもよ

い。

２．６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮから他の特定のＢ－ＩＳＤＮサービスへのアクセス

　今後の検討課題である。

３．６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮユーザに提供されるＱｏＳ

　６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮユーザに提供されるＱｏＳは、Ｂ－ＩＳＤＮからのアクセスと比べて制限

されるであろう。今後の検討が求められる。

転送速度

　６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮにおけるパケットの転送速度は必然的に帯域の制限からＢ－ＩＳＤＮに比

べて小さくなる。結果としてパケットには６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮの環境下で相対的に大きな遅延が

与えられる。

ビット誤り率

　６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮでのビット誤り率はＢ－ＩＳＤＮでのビット誤り率より大きい。結果とし

て６４ｋｂｉｔ／ｓ系ＩＳＤＮ上でのＢＣＤＢＳパケット紛失の確率はＢ－ＩＳＤＮ上より大きいものと

なる。
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付録

ＴＴＣ標準用語対照表（１／２）

英語 TTC 標準用語 TTC 標準番号

64kbit/s based ISDN 64kbit/s 系 ISDN
B-ISDN B-ISDN
B-channel B チャネル

BCDBS
(Broadband Connectionless Data
Bearer service)

BCDBS(広帯域コネクションレス

データベアラサービス）

JT-I364

Broadband Connection Oriented
Bearer Service (BCOBS)

広帯域コネクションオリエンテッ

ドベアラサービス

(BCOBS)
Channel handling functionality
(CHH)

チャネル処理機能 (CHH)

Circuit Mode(CM) 回線交換モード(CM) JT-(ISDN)

Common Part (CP) 共通部(CP)
Connection Element (CE) コネクション要素 (CE)
Connection Oriented Network
Service (CONS)

コネクションオリエンテッドネッ

トワークサービス(CONS)
Connection Related Function (CRF) コネクション関連機能 (CRF)
Convergence Sublayer (CS) コンバージェンスサブレイヤ

(CS)
JT-I365

D-channel D チャネル

Emulation エミュレーション

Exchange Termination(ET) 回線接続 (ET)
Frame Mode(FM) フレームモード(FM) JT-H242,JT-G725

Frame Relaying Service Specific
Convergence Sublayer
(FRSSCS)

フレームリレー用 CS サービス依

存部(FRSSCS)

JT-I365

Interworking Function(IWF) 相互接続機能(IWF)
Local Functional Capabilities
(LFC)

加入者系機能能力 日本 ITU 協会

日本語版 BLUEBOOK I.121
OAM
(operation and maintenance)

OAM(運用保守） JT-I150, JT-I361

Packet Mode(PM) パケット交換モード(PM) JT-(ISDN)

Quality of Service(QoS) サービス品質(QoS) JT-I150 等
Restricted digital information
(RDI)

制限ディジタル情報 (RDI)

Service Specific
Connection-Oriented Protocol
(SSCOP)

コネクションオリエンテッド

プ ロ ト コ ル サ ー ビ ス 依 存 部

(SSCOP)
Service Specific Coordination
Function (SSCF)

調整機能サービス依存部(SSCF)
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ＴＴＣ標準用語対照表（２／２）

英語 TTC 標準用語 TTC 標準番号

Synchronization and Coordination
Function(SCF)

同期・調整機能 (SCF)

Terminal Equipment(TE) 端末装置(TE) JT-I150

Unrestricted digital information
(UDI)

非制限ディジタル情報 (UDI)

access unit(AU) アクセスユニット(AU) JT-(ISDN)

basic rate access 基本レートアクセス

basic rate interface (BRI) 基本インタフェース(BRI)
concatenation 連結

conference call 会議通話

configuration 形態

connection コネクション

digital transmission system ディジタル伝送システム

interaction 相互作用 JT-T90, JT-I251.7

interconnection 相互接続 JT-(ISDN)

interwork インタワーク JT-(ISDN)

interworking インタワーキング JT-T90

null 空 JT-(ISDN)

packet handler (function)(PH) パケットハンドラ（機能)
(PH)

JT-(ISDN)

peak cell rate (PCR) ピークセルレート　(PCR)
primary rate access １次群レートアクセス

primary rate interface (PRI) １次群インタフェース(PRI)
protocol プロトコル JT-(ISDN)

provision 提供 JT-Q730, JT-T90

reference configuration 参照構成

terminal adapter (TA) ターミナルアダプタ(TA) JT-X25(88)

transmission 伝送 JT-G701



第１版　執筆作成協力者 １９９６年１月３０日

（ＪＴ－Ｉ５８０）

第二部門委員会 （順不同）

日本電信電話(株)
国際電信電話(株)
(株)日立製作所

東京通信ﾈｯﾄﾜｰｸ(株)
ＮＴＴ移動通信網(株)
ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ﾃﾞｰﾀ通信(株)
住友電気工業(株)
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加藤　聰彦
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原　　博之

山崎　克之

日本電信電話(株)
沖電気工業(株)
三菱電機(株)
国際電信電話(株)
日本電信電話(株)
(株)東芝
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国際電信電話(株)
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特

特

河合　慎一郎

平海　孝志

高橋　秀一

山本　康弘

若林　亨昭

森田　直孝

金山　之治

貝山　明

辻中　伸生

森　　政徳

山中　登

瀬戸口　芳

松浦　力

横田　潔

松沼　敬二

塚本　隆博

田村　悦郎

仲林　次郎

萩原　啓司

高野　俊介

古木　靖二

国際電信電話(株)
第二電電(株)
東京通信ﾈｯﾄﾜｰｸ(株)
日本高速通信(株)
日本テレコム(株)
日本電信電話(株)
日本電信電話(株)
ＮＴＴ移動通信(株)
大阪メディアポート(株)
安藤電気(株)
アンリツ(株)
岩崎通信機(株)
大倉電気(株)
沖電気工業(株)
沖電気工業(株)
キャノン(株)
シーメンス(株)
シャープ(株)
住友電気工業(株)
ソニー(株)
(株)大興電機製作所

特

特

中村　信一

秋間　孝一郎

森住　哲也

寺内　進

青木　康二

中川　達夫

赤田　正雄

小熊　弘

昆野　勝典

高取　正浩

細田　雅明

加藤　正文

鈴木　弘喜

西川　宏

矢野　雅嗣

小笠原文廣

鼻戸　博昭

峰岸　敏之

井坂　徳之

阿部　明

早川　文康

(株)田村電機製作所

(株)東芝

東洋通信機(株)
日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ(株)
日本ＡＴ＆Ｔ(株)
日本電気(株)
日本電気(株)
日本無線(株)
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(株)日立製作所
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三菱電機(株)
(株)リコー

(株)東洋テクニカ

(株)アドバンテスト

中部電力(株)
(財)電気通信端末機器審査協会

東京電力(株)
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中島　利幸
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山本　康弘

新井　英哲

牟田　総男

松浦　力

佐藤　久夫

魚田　利浩

大崎　善朗

萩野　昌宏

向後　優二

百海　正実

大木　浩

日本電気(株)
日本電信電話(株)
国際電信電話(株)
東京通信ﾈｯﾄﾜｰｸ(株)
日本高速通信(株)
日本電信電話(株)
岩崎通信機(株)
大倉電気(株)
沖電気工業(株)
シャープ(株)
(株)東芝

日本電気(株)
(株)日立製作所

富士通(株)
(株)リコー

＊　検討グループリーダ

＊＊　　　〃　　サブリーダ

事務局　大野　英雄（第二技術部）


	　　



